
IBM i 向け インターネットEDI通信ソリューション

公衆網（アナログ、ISDN）を使用することなく
インターネット回線で全銀手順通信が可能

IBM i上で稼働し全銀TCP/IP手順・広域IP網の通信が可能

新たなEDIサーバや専用通信機器の構築が不要

全銀BSCや全銀TCP/IPからの移行が容易

全銀協標準通信プロトコル（全銀TCP/IP手順・広域IP網）
に準拠

発呼（Aセンター）、着呼（Bセンター）とも対応

従来のライセンス提供にくわえてサブスクリプション提供を開始
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Toolbox API Client IBM iからインターネットに公開されているWebシステムにRPG、CLで接続が可能

Toolbox JX Client IBM i上で稼働し、JX手順の通信が可能

Toolbox 全銀TLS+ IBM i上で稼働し、全銀協標準通信プロトコル（全銀TCP/IP手順・広域IP網）の通信が可能

Toolbox EDI Service SaaS型マルチプロトコルEDIサービス、「流通BMS®」のフォーマット変換も可能

Toolbox OPENコマンド ILERPG、ILECOBOLからeMail、PDFを作成可能 Excelファイルの読書きも可能

Toolbox 監査ジャーナル システムへのアクセスを管理 システム監査対応に最適

Toolbox for JP1 IBM iとオープンシステムとのジョブ連携が可能

Toolbox シリーズ

に、もっと便利を

IBM iの可能性が広がっていきます！
スタンダードな Toolbox for IBM iに、便利な機能を追加し、シリーズ化！

製品概要

➢『Toolbox 全銀TLS+』とは？

IBM i上で稼働し全銀協標準通信プロトコル（全銀TCP/IP手順・広域 IP網）の通信ができる製品で
す。 IBM iにインターネットが接続できればご利用可能で、公衆交換電話網（PSTN）を利用したレ
ガシー手順より大量のデータを素早く通信することができます。

新たなEDIサーバや通信機器（SSL/TLSアクセラレーター等）の構築が不要なため、低コストで全銀
協標準通信プロトコル（全銀TCP/IP手順・広域 IP網）の通信が可能です。

全銀手順で規定されたデータ交換の仕様（制御仕様、フォーマット仕様、コード体系）が踏襲されて
いるため、全銀BSCや全銀TCP/IPからの移行が容易となります。

専用通信機器を必要としないため、 IBM Power Vir tual  Server等の IBM iクラウドサービスでも全
銀TCP/IP手順・広域 IP網が利用可能です。

・サーバ環境IBM i 7.4 以降
※日本語DBCS対応の言語環境で稼働させる必要があります。

・通信回線 インターネット回線（IBM i にインターネット接続あり）
・通信機器 TCP/IP接続環境
・ソフトウェア環境 5770SS1 34 ディジタル証明書マネージャー

5770DG1 *BASE IBM HTTP SERVER FOR I
5S33A20 *BASE TOOLBOX FOR IBM I VERSION 7 RELEASE 1
※Toolbox for IBM i のライセンス/保守契約が必要です。

稼動環境

価格

・定価：540,000円（税抜）～
※ CPUグレードによる価格体系です。
※ LPARごとのライセンスが必要です。

・サブスクリプション：月額 23,000円（税抜）～
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